
狭山市立入間川東小学校 

令和４年度 学校経営方針       井上 

 
０ はじめに 

  学校教育とは・・・ 
    国・・・教育基本法 

第１条（教育の目的） 人格の完成 
        第２条（教育の目標） 
        第６条（学校教育） 

２ 前項の学校においては、教育の目標が達成されるよう、教育を

受ける者の心身の発達に応じて、体系的な教育が組織的に行われ

なければならない。この場合において、教育を受ける者が、 
学校生活を営む上で必要な規律を重んずるとともに、 
自ら進んで学習に取り組む意欲を高めることを重視して行われな

ければならない。 
    県・・・埼玉県教育振興基本計画 （平成３１年度～令和５年度） 

基本理念「豊かな学びで未来を拓く埼玉教育」 

・10の目標のもとに、30の施策と 155の主な取組 

    市・・・第３次狭山市教育振興基本計画 （令和３年度～令和７年度） 

教育の基本理念「夢をかなえ 人をつくる 狭山の教育」 

         学校教育の基本方針「生きる力を備え 未来へはばたく“さやまっ子”の育成」         

・６つの基本目標について、21の施策と 90の取組を設定 

 

１ 学校経営に関する基本理念 

（１）学校の主役は児童であり、保護者・地域と共にある。 

 （２）学校は、共育の場である。（児童だけではなく、保護者・地域、教職員が共に育つ） 

 （３）教育活動は、教職員の使命感・指導力・人間性及び協働体制によって支えられている。 

 
２ 学校教育目標 

「笑顔」に向かって 

かんがえ（知） 

なかよく（徳） 

たくましく（体） 

 
３ 目指す学校像 

 「笑顔あふれる入間川東小学校」 

 （１）安全・安心な学校（心身共に健康に） 

 （２）一人一人を認める学校（個々の良さを認める） 

 （３）あいさつのできるさわやかな学校（自分からあいさつ、はっきりとした返事） 

 （４）児童の笑顔を、教職員、保護者、地域で支える学校（児童の成長が私たちの喜び） 

価値のない命など一つもない 

命が一番 
健康第一 



４ 目指す児童像 
（１）かんがえる子（知） 

    ・話をよく聞く 
・自分の考えを持ち、伝えることができる（互いに伝え合う） 

    ・目標を持って、行動できる 
・家庭学習ができる 

 （２）なかよくする子（徳） 

   ・家族、友達、学級、学校、地域を大切にする 
   ・あいさつができる 

・きまりを守る 
・時間を大切にする 

 （３）たくましい子（体） 

    ・力いっぱい運動ができる 
・時間いっぱいがんばる 

    ・苦手なことにも挑戦する 
・規則正しい生活ができる（早寝早起き朝ごはん） 

 
５ 目指す教師像 

 「進みつつある教師のみ 人を教うる権利あり」 

   ドイツの教育学者ジステルエッヒの言葉より 
 
 
 （１）児童・保護者・地域・来校者から信頼される教師 

    ・社会人として好感をもたれる丁寧な対応・接遇（あいさつ、表情、態度、服装、電話対応等） 
    ・自らの健康管理（仕事と生活の調和） 
    ・教育公務員としての自覚・行動 
 （２）児童へ安全・安心を提供できる教師 

・いじめ、仲間外れのない人間関係づくり 
・子供の声を聴く（問題行動には、必ず理由がある） 
・子供にとって、安全な教育環境の整備（児童目線の安全点検） 

 （３）あきらめずに粘り強く寄り添える教師 

    ・授業で勝負する（児童理解、教材研究、分かる授業の実践）  
    ・初任者研修へのかかわりを通して、自らの授業力向上を図る 
    ・子供の良さ・頑張りを称賛する（美点凝視） 
    ・子供に伸びを実感させる 
 （４）学校経営への参画意識を持ち、行動できる教師 

・学校教育目標の具現化を目指す 
・組織を生かした報告・連絡・相談 
・明るく風通しのよい職場環境づくりへの貢献 

    ・共通理解・共通行動（子供にとって見通しのある教育活動を保障） 
    ・学年組織を生かした足並みをそろえた学年経営（学年通信の充実） 

教職員の使命と誇りに関するキャッチフレーズ 

「埼玉県教職員 MOTO（モットー）」 

未来を創る、こどもたち。 
未来を育てる、わたしたち。 
～未来への責任～ 



６ 指導の重点 

（１）学力の向上・・・狭山市学力向上茶レンジ・プランの活用 

   ① 「分かった」「できた」を実感できる授業の実践【提言６】 
・一時間一時間の授業の充実 
・授業規律の定着（準備・あいさつ・姿勢・返事・発表・話し合い）【提言１】 
・明確なめあてと児童の言葉でまとめのある板書 
・自分の考えを書き表し、交流を通して考えを深める（言語活動の充実）【提言４】 
・学習の振り返り 
・全国や県の学力調査の活用【提言２】 

   ② 基礎基本の確実な定着【提言７】 
     ・テストは×を○にして返却する 
     ・朝授業の実施（各１５分間）（国語、算数、生活・総合 各１０時間） 

・家庭学習の習慣化（学年の系統を意識した目標・手立て）【提言８】 
・（小学校学習支援事業 ４年生） 

   ③ 新学習指導要領の趣旨に基づいた授業実践 
     ・主体的で対話的で深い学びの実践【提言５】 
     ・年間指導計画に基づいた教育活動の推進（見直し加筆事項には朱書き） 
     ・一人一台のタブレットを活用した授業改善への挑戦 

校内研修テーマ「『笑顔』を引き出す ＩＣＴを活用した学習活動」R5.1.24発表 
■参考「GIGA スクール構想による１人１台端末環境の実現等について」より 

（初等中等教育局 学びの先端技術活用推進室） 

・専科教員による英語科授業の充実・外国語活動の推進 
 



（２）豊かな心と規律ある態度の育成 

   ① 一人一人の良さを認め合う学年・学級経営の充実 
     ・学年担任という意識で、学年児童を支える。 
     ・空き時間を活用し、授業を見合う・Ｔ２として入る支援。 
     ・児童一人一人の活躍の場を確保し、自己肯定感を育むと共に、児童同士、児童と

教師の信頼関係の構築を目指す。 
     ・Ｑ－Ｕアンケート（年２回）の有効活用を図る。学級の実態を客観的に把握し、

情報を学年内で共有し、良好な人間関係の育成に努める。 
     ・学年集団の育成を図る学年朝会（集会）の実施 
   ② 「特別の教科道徳」の授業の充実 
     ・年間指導計画に基づいた、３５時間の授業実践。 
     ・指導過程を工夫して、考える道徳の推進を図る。 
   ③ 生徒指導・教育相談の充実 
     ・情報の共有、迅速な対応（毎週、データ報告による情報共有） 
     ・真面目な生活態度の確立（善い行いを称賛・認める） 
     ・さやまっ子相談支援員、スクールカウンセラーとの連携 
     ・もくもく清掃、朝会等の入退場時の無言移動 
   ④ 特別活動の充実 
     ・自己有用感を味わわせる学級活動（係・当番活動、学級会） 

・異年齢集団との関わり（縦割り活動、委員会活動、クラブ活動） 
・児童会合言葉「えがお あいさつ おもいやり」の推進 

   ⑤ 体験活動の充実 
     ・生活科、総合的な学習の時間の充実 
     ・地域素材の活用や地域人材との交流 
   ⑥ 特別支援教育の充実 
     ・特別支援学級（竹の子学級）児童が通常学級で過ごす時間の設定 
     ・配慮を要する児童への教育支援プランの活用 
     ・特別支援教育担当者による通常学級への教室訪問の実施（校内巡回支援） 

・ユニバーサルデザインを意識した授業の構築【提言３】 
狭山市学力向上茶レンジ・プラン「提言３ ユニバーサルデザイン（UD）を意識した授業の構築」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教室環境の整備 
①場の構造化（見ればわかる化）を図る  ②刺激への配慮 

２ ルールの明確化 
①行程や手順を示す  ②授業の展開の仕方を統一する 

３ 時間の構造化 
①学習の流れを提示、見通しをもたせる 

４ 情報の伝達の工夫 
①導入では興味関心を高める動機づけを  ②展開では学習時間の時間配分を工夫 
③満足感・達成感を実感できるまとめを   ④視覚に訴える丁寧な板書を心がける 

５ 授業の組み立て 
①ペア学習、グループ学習を取り入れる  ②体験的な活動から学ぶ 
③個人差への配慮や補助を行う 

６ 具体的・肯定的な指示 
①学習へ集中させ、聞く構えをつくる  ②一時一事の指示を  ③具体的表現で指示を

 



 （３）健康・体力の向上 

   ① 健康でたくましい体づくり 
     ・毎日の健康状況の確認 

・児童の欲求を満たす運動量を確保した授業の展開 
     ・多様な運動機会の設定 
   ② 基本的生活習慣の定着 

     ・早寝早起き朝ごはんの推進 

     ・望ましい食習慣の確立 

     ・学校保健委員会の充実 

 

 （４）危機管理に強い学校づくり 

   ① 職員事故「ゼロ」により、児童・保護者・地域の信頼を得る。 

     ・教育公務員であることを自覚した言動 

     ・倫理確立委員会の計画的な実施 

     ・互いに声を掛け合える、明るく風通しの良い職場づくり 

   ② 安全点検の実施と日々の環境点検 

     ・児童の目の高さや児童の行動を想定した点検を行い、裏に潜む危険を察知し迅速

な改善を図る。（管理職への報連相、使用禁止、修復等） 

     ・「おかしいな」、「危険だな」と感じたことは、即行動 

   ③ 安全教育の推進 

     ・登下校の安全 

     ・自転車の安全な乗り方とヘルメット着用の奨励 

     ・危険を予測する力の育成 

 

（５）学校・家庭・地域との連携（開かれた学校づくり） 

   ① 家庭・地域との連絡を密にして連携を図る。 

・様々な家庭環境を理解し、子供の変化や良さ、成長を積極的に伝える。 

・テーマのある懇談会を実施し、子供の成長の視点を共有する。 

・学校便り、学年便り、ホームページ等で情報を発信する。 

・地域への計画的、積極的な参加を図る。 

   ② 地域の教育資源の活用を図る。 

・総合的な学習の時間等の体験活動の充実に向けて 

・中央図書館との連携（ブックトーク、中央図書館の活用等） 

・地域教育資源の発掘（施設・もの・人） 

令和５年度 コミュニティ・スクール「入間川東小」（学校運営協議会）開設予定 
学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる「地域とともにある学校」への転換を図るため

の有効な仕組み。学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていくことがで
きる。 
【学校運営協議会の主な役割】 
  ○ 校長が作成する学校運営の基本方針を承認する 
  ○ 学校運営に関する意見を教育委員会又は校長に述べることができる 
  ○ 教職員の任用に関して、教育委員会規則に定める事項について、教育委員会に意見を述べることができる 



７ 働き方改革の推進 

（１）ＩＣＴ環境の有効利用 

・校内サーバを活用した情報の共有化（授業の資料、行事の資料等） 

・Te-comp@ssの利活用（メールのテキスト機能の活用、・・・） 

・ペーパーレス化への挑戦 

・Teams（会議）や Forms（アンケート集計）の活用 

 

（２）会議や話し合いの効率的な運営 

・事前に資料の提示。話し合う内容の明確化。 

・話合うの時間の提示。 

 

（３）在校時間を意識した働き方を 

・７時に開錠 １９時までに施錠 

・金曜日は、ノー残業デー（１８時に施錠） 

・電話受付時間 7:30～18:00（18:00～翌朝 7：30まではメッセージ対応） 

   ・長期休業中（８時過ぎ開錠 １７時施錠） 

 

（４）東小リフレッシュ休暇の実施 

・年間１人１日、授業日に年休を取得する。 

・年度当初に学年内で重ならない日や行事日程を勘案して計画的に取得する。 

 

（５）「チームひがし」の継承 

「ひ」・・・一人でやらない。一人にしない。みんな仲間です。お互い様。 

「が」・・・頑張りすぎない。無理しない。（頑張らないではない） 

「し」・・・しゃべろう。お互いに。（感染対策をしたうえで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県教育局 

学校における働き方改革基本方針 

【 目標値 】 
教員の在校等時間の超過勤務の上限を「公
立学校の教師の勤務時間の上限に関するガ
イドライン（文部科学省）」で規定された 
「原則 ①月４５時間以内 

②年３６０時間以内」とする。 


